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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

調査は、福知山市にお住まいの１８歳以上の市民を対象として、現在の市民の健康状態と普段の生活

のあり方を把握するとともに、自殺に対する意識や考え方等を調査し、自殺対策計画策定の基礎資料や

本市の施策の参考資料とする。 

２ 調査対象 

福知山市在住の１８歳以上の人の中から、年代別に合計 2,000人を無作為抽出 

（令和５年８月１日現在の住民基本台帳登録者より抽出） 

３ 調査期間 

令和５年８月２８日から９月１２日まで 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収／ウェブによる回答 

５ 回収状況 

調査票種別 配布数 有効回答数 有効回答率 

①18～19 歳 80 通 14 通 17.5％ 

②20～29 歳 230 通 46 通 20.0％ 

③30～39 歳 260 通 92 通 35.4％ 

④40～49 歳 320 通 108 通 33.8％ 

⑤50～59 歳 280 通 122 通 43.6％ 

⑥60～69 歳 290 通 181 通 62.4％ 

⑦70 歳以上 540 通 303 通 56.1％ 

⑧年代不明 ― 3 通 ― 

合計 2000 人 
869通 

(うちウェブ回答 169 通) 
43.5％ 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点以下第

２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方になる

ため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計（全体）

の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組み合わせで分類

した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成することにより、その相互

の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網かけを

しています（無回答を除く）。 

・設問や選択肢の文言は、簡略化している場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 回答者属性 

Ｆ１ あなたの性別はどちらですか。（○は１つ） 

「男性」の割合が 41.1％、「女性」の割合が 57.1％、「答えたくない」が 0.9％となっています。 

 

Ｆ２ あなたの年齢はおいくつですか。（○は１つ） 

「70歳代」の割合が 21.2％と最も高く、次いで「60歳代」の割合が 20.8％、「80歳以上」の割合が

13.7％となっています。 

60歳以上の割合が 55.7％となっています。 

 

 

Ｆ３ あなたの世帯構成は次のうちどれですか。（○は１つ） 

「二世代世帯（親と子）」の割合が 40.5％と最も高く、次いで「夫婦のみの世帯」が 33.5％、「単身

世帯」が 15.4％となっています。 

 

Ｆ４ あなたの職業は次のうちどれですか。（○は１つ） 

「無職」の割合が 34.4％と最も高く、次いで「常勤の勤め人」が 29.7％、「パート・アルバイト・臨

時の勤め人」が 20.5％となっています。 

  

41.1%
(357人)

57.1%
(496人)

0.9%
(8人)

0.9%
(8人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869 

性 別

男性 女性 答えたくない 無回答

1.6%
(14人)

5.3%
(46人)

10.6%
(92人)

12.4%
(108人)

14.0%
(122人)

20.8%
(181人)

21.2%
(184人)

13.7%
(119人)

0.3%
(3人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

年 齢

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

15.4% 33.5% 40.5% 5.5%
4.0%
1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

世帯構成

単身世帯 夫婦・パートナーのみの２人世帯
二世代世帯（親と子） 三世代世帯（親と子と孫）
その他 無回答

7.5% 29.7% 20.5% 2.3% 34.4% 4.3%
1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

職 業

自営業 常勤の勤め人 パート・アルバイト・非常勤の勤め人 学生 無職 その他 無回答
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Ｆ５ 就業されている方におうかがいします。あなたの一週間の就業時間（残業・副業含む）

は何時間でしょうか。（○は１つ） 

「40～49 時間」の割合が 33.3％と最も高く、次いで「20 時間未満」が 19.2％、「30～39 時間」が

16.3％となっています。 

 

 

Ｆ６ あなたの家庭の家計の余裕は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つ） 

「どちらともいえない」の割合が 32.6％と最も高く、次いで「あまり余裕がない」が 29.1％、「ある

程度余裕がある」が 24.7％となっています。「かなり余裕がある」（1.8％）と「ある程度余裕がある」

を合わせた『余裕がある』が 26.5％で、「あまり余裕がない」と「まったく余裕がない」(10.5％)を合

わせた『余裕がない』（39.6％）を下回っています。 

 

 
 

Ｆ７ あなたの居住地区はどちらですか。（○は１つ） 

「南陵中学校区」の割合が 26.7％と最も高く、次いで「日新中学校区」が 25.7％、「成和中学校区」

が 15.0％となっています。 

 

  

19.2% 12.8% 16.3% 33.3% 10.9% 4.8%

1.4% 1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=516

１週間の就業時間

20時間未満 20～29時間 30～39時間 40～49時間

50～59時間 60～69時間 70～79時間 80時間以上

1.8% 24.7% 32.6% 29.1% 10.5% 1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

家計の余裕

かなり余裕がある ある程度余裕がある どちらともいえない
あまり余裕がない まったく余裕がない 無回答

11.9% 26.7% 15.0% 9.0% 6.0% 25.7%

0.0%0.0%0.0%

4.5%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869 

居住地区（中学校区）

桃映中学校区 南陵中学校区 成和中学校区 六人部中学校区 川口中学校区 日新中学校区

三和中学校区 夜久野中学校区 大江中学校区 わからない 無回答
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２ あなたの最近の健康状態と普段の生活について 

問１ あなたは、現在のからだとこころの状態についてどのように感じていますか。（○は１

つ） 

「おおむね健康である」の割合が 60.8％と最も高くなっています。「健康である」（14.3％）と「お

おむね健康である」を合わせた『健康である』が 75.1％を占めています。 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、50 歳代以降の年代で、「あまり健康でない」「健康でない」の割合が高くなってい

ます。 

 

  

14.3% 60.8% 19.2%
5.1%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869 

からだとこころの状態

健康である おおむね健康である あまり健康でない 健康でない 無回答

50.0%

26.1%

26.1%

25.9%

13.1%

9.4%

7.1%

5.9%

35.7%

65.2%

56.5%

63.9%

59.8%

66.3%

65.2%

49.6%

7.1%

8.7%

14.1%

9.3%

22.1%

21.5%

17.9%

32.8%

7.1%

0.0%

3.3%

0.9%

4.9%

2.8%

9.8%

8.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

N=14

20歳代

N=46

30歳代

N=92

40歳代

N=108

50歳代

N=122

60歳代

N=181

70歳代

N=184

80歳以上

N=119

からだとこころの状態（年代別）

健康である おおむね健康である あまり健康でない 健康でない 無回答
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問２ あなたは、普段の生活の中で幸せを感じることはありますか。（○は１つ） 

「多少ある」の割合が 56.7％と最も高くなっています。「おおいにある」（21.9％）と「多少ある」

を合わせた『幸せを感じることがある』が 78.6％を占めています。 

 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、「おおいにある」の割合が 10歳代は５割、30歳代では約４割を占めています。 

一方、60歳代は「おおいにある」の割合が最も低く、「あまりない」が最も高くなっています。 

 

  

21.9% 56.7% 14.7%
1.7%

4.1%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

幸せを感じること

おおいにある 多少ある あまりない まったくない わからない 無回答

50.0%

26.1%

37.0%

27.8%

21.3%

14.4%

17.4%

19.3%

42.9%

65.2%

47.8%

50.9%

54.9%

58.6%

63.0%

58.0%

7.1%

8.7%

10.9%

15.7%

17.2%

20.4%

13.6%

10.1%

4.3%

0.9%

2.5%

1.1%

1.6%

1.7%

4.6%

4.1%

5.5%

3.8%

7.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.5%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

N=14

20歳代

N=46

30歳代

N=92

40歳代

N=108

50歳代

N=122

60歳代

N=181

70歳代

N=184

80歳以上

N=119

幸せを感じること（年代別）

おおいにある 多少ある あまりない まったくない わからない 無回答
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問３ あなたは、この 1か月くらいで、不満、悩み、苦労、ストレスを感じることはありまし

たか。（○は１つ） 

「多少ある」の割合が 56.3％と最も高くなっています。「おおいにある」（19.2％）と「多少ある」

を合わせた「不満、悩み、苦労、ストレスを感じる」が 75.5％を占めています。 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、20歳代から 50歳代では「おおいにある」の割合が３割前後となっており、60歳代

以降は１割前後となっています。80歳以上は「あまりない」が約４割を占めています。 

 

  

19.2% 56.3% 19.4%
2.4%

2.0%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

不満、悩み、苦労、ストレス

おおいにある 多少ある あまりない まったくない わからない 無回答

21.4%

26.1%

34.8%

28.7%

31.1%

12.2%

10.3%

8.4%

64.3%

60.9%

50.0%

63.0%

56.6%

63.0%

57.6%

41.2%

0.0%

10.9%

12.0%

6.5%

11.5%

19.9%

26.6%

38.7%

14.3%

2.2%

3.3%

0.9%

0.0%

0.6%

3.8%

5.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

0.8%

4.4%

1.1%

4.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.5%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

N=14

20歳代

N=46

30歳代

N=92

40歳代

N=108

50歳代

N=122

60歳代

N=181

70歳代

N=184

80歳以上

N=119

不満、悩み、苦労、ストレス（年代別）

おおいにある 多少ある あまりない まったくない わからない 無回答
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問４ あなたは、普段の生活の中で孤独、孤立を感じることはありましたか。（○は１つ） 

「あまりない」の割合が 46.0％と最も高く、次いで「多少ある」が 30.8％となっています。「あまり

ない」と「まったくない」（14.4％）を合わせた『孤独、孤立を感じない』が 60.4％を占めています。 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、50 歳代は「おおいにある」と「多少ある」を合わせた『孤独、孤立を感じる』の

割合が 47.6％を占めています。一方、60歳以上は「あまりない」と「まったくない」を合わせた『孤

独、孤立を感じない』が６割以上を占めています。 

 

  

5.4% 30.8% 46.0% 14.4%
2.6%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

孤独、孤立を感じること

おおいにある 多少ある あまりない まったくない わからない 無回答

21.4%

2.2%

9.8%

6.5%

7.4%

3.3%

4.3%

3.4%

21.4%

39.1%

30.4%

30.6%

40.2%

26.5%

28.3%

31.1%

14.3%

39.1%

42.4%

41.7%

36.9%

53.0%

52.2%

48.7%

35.7%

17.4%

17.4%

15.7%

11.5%

13.8%

13.6%

12.6%

7.1%

2.2%

0.0%

3.7%

4.1%

3.3%

1.6%

2.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

1.7%

0% 25% 50% 75% 100%

10歳代

N=14

20歳代

N=46

30歳代

N=92

40歳代

N=108

50歳代

N=122

60歳代

N=181

70歳代

N=184

80歳以上

N=119

孤独、孤立を感じること（年代別）

おおいにある 多少ある あまりない まったくない わからない 無回答
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問５ あなたは、普段、悩みや困ったことをまず最初にどなたに相談しますか。（○は１つ） 

「同居の親族（家族）」の割合が 51.3％と最も高くなっています。「同居の親族（家族）」と「別居の

親族（家族）」（14.3％）を合わせた「親族（家族）」が 65.6％を占めています。 

一方、「相談する相手・相談場所がない」が 7.5％となっています。 

 

【性別】 

性別でみると、女性は男性より「別居の親族（家族）」と「友人」の割合が、男性は女性より「同居

の親族（家族）」と「相談する相手・相談場所がない」が、高くなっています。 

 

【年代別】 

年代別でみると、60歳以上は「同居の親族（家族）の割合が半数以上を占めています。 

一方、30歳代と 50歳代は「相談する相手・相談場所がない」が１割を超えています。 

 

  

51.3% 14.3% 12.4% 3.8%
1.6%

1.3%
7.5% 4.7%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

相談する相手

同居の親族（家族） 別居の親族（家族）
友人 職場の同僚など
近所の知り合い 専門家（医師・行政機関・電話相談など）
相談する相手・相談場所がない その他

56.6%

47.8%

50.0%

8.4%

18.8%
0.0%

8.4%

15.3%

12.5%

5.6%

2.6%

0.0%

1.7%

1.6%0.0%

1.7%

0.8%

12.5%

11.5%

4.4%

25.0%

3.6%

5.2%

0.0%

2.5%

3.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

N=357

女性

N=496

答えたくない

N=8

相談する相手（性別）

同居の親族（家族） 別居の親族（家族）
友人 職場の同僚など
近所の知り合い 専門家（医師・行政機関・電話相談など）
相談する相手・相談場所がない その他
無回答

28.6%

39.1%

50.0%

47.2%

49.2%

51.4%

57.6%

56.3%

21.4%

30.4%

9.8%

13.0%

7.4%

12.2%

14.1%

22.7%

42.9%

21.7%

13.0%

11.1%

14.8%

14.4%

9.8%

5.0%

0.0%

4.3%

6.5%

13.9%

4.1%

2.2%

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.6%

1.7%

2.7%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

2.8%

1.6%

1.7%

1.1%

0.8%

0.0%

2.2%

14.1%

3.7%

14.8%

8.3%

6.0%
2.5%

7.1%

2.2%

2.2%

3.7%

0.8%

6.1%

7.1%

5.9%

0.0%

0.0%

4.3%

4.6%

5.7%

2.2%

1.6%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

N=14

20歳代

N=46

30歳代

N=92

40歳代

N=108

50歳代

N=122

60歳代

N=181

70歳代

N=184

80歳以上

N=119

相談する相手（年代別）

同居の親族（家族） 別居の親族（家族）
友人 職場の同僚など
近所の知り合い 専門家（医師・行政機関・電話相談など）
相談する相手・相談場所がない その他
無回答
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問６ あなたは現在、どのような市民活動に参加をしていますか。人と交流する活動について

お答えください。（あてはまるもの全てに〇） 

「特に参加はしていない」の割合が 50.3％と最も高く、次いで「PTA・自治会・町内会などの活動」

が 28.0％、「スポーツ・趣味・娯楽・教養・自己啓発などの活動（部活動等を含む）」が 23.1％となっ

ています。 

 

 

【年代別】 

年代別でみると、どの年代も「特に参加はしていない」の割合が最も高くなっています。次いで割合

が高い選択肢は、10 歳代から 20 歳代と 70 歳以上は「スポーツ・趣味・娯楽・教養・自己啓発などの

活動（部活動等を含む）」、30歳代から 60歳代は「PTA・自治会・町内会などの活動」となっています。 

 

区分 
10 歳代

N=14 

20 歳代

N=46 

30 歳代

N=92 

40 歳代

N=108 

50 歳代

N=122 

60 歳代

N=181 

70 歳代

N=184 

80 歳以上

N=119 

PTA・自治会・町内会などの活動 0.0% 6.5% 26.1% 40.7% 31.1% 33.1% 24.5% 24.4% 

子ども・障害のある人・高齢者など、

家族以外の手助けをする活動 
7.1% 4.3% 2.2% 3.7% 5.7% 5.0% 7.6% 8.4% 

上記以外のボランティア活動 7.1% 0.0% 0.0% 6.5% 7.4% 6.1% 8.2% 5.9% 

スポーツ・趣味・娯楽・教養・自己啓

発などの活動（部活動等を含む） 
28.6% 17.4% 8.7% 25.9% 20.5% 17.7% 32.6% 30.3% 

その他の活動（同窓会活動・宗教や信

仰上の活動など） 
0.0% 2.2% 0.0% 2.8% 6.6% 7.2% 7.1% 8.4% 

特に参加はしていない 71.4% 69.6% 65.2% 42.6% 50.8% 46.4% 46.2% 47.1% 

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.5% 2.5% 

 

  

28.0%

5.6%

5.8%

23.1%

5.5%

50.2%

0.9%

PTA・自治会・町内会などの活動

子ども・障害のある人・高齢者など、家族以

外の手助けをする活動

上記以外のボランティア活動

スポーツ・趣味・娯楽・教養・自己啓発など

の活動（部活動等を含む）

その他の活動（同窓会活動・宗教や信仰上の

活動など）

特に参加はしていない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N＝869
参加している市民活動

PTA・自治会・町内会などの活動

子ども・障害のある人・高齢者など、
家族以外の手助けをする活動

上記以外のボランティア活動

スポーツ・趣味・娯楽・教養・自己啓発
などの活動（部活動等を含む）

その他の活動（同窓会活動・
宗教や信仰上の活動など）

特に参加はしていない

無回答
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問７ 新型コロナウイルス感染症流行以降、あなたの心情や考えに変化がありましたか。（あ

てはまるもの全てに〇） 

「特に変わらない」の割合が 38.4％と最も高く、次いで「感染対策を過剰に意識するようになり、

ストレスを感じた」が 28.0％、「家で過ごす時間が増え、家族と過ごす大切さを再認識した」が 18.6％

となっています。 

 

【性別】 

性別でみると、男性は女性より「特に変わらない」の割合が、女性は男性より「感染対策を過剰に意

識するようになり、ストレスを感じた」と「みんなもつらくて不安なんだと思い、つらい気持ちが少し

軽くなった」、「家族以外の人とのつながりが少なくなり、孤独を感じた」が高くなっています。 

  

15.5%

13.1%

3.2%

28.0%

18.6%

4.3%

13.1%

38.4%

3.0%

2.1%

不安を強く感じるようになった

家族以外の人とのつながりが少なくなり、孤

独を感じた

家族関係の悪化や家族との考え方の違いに悩

まされるようになった

感染対策を過剰に意識するようになり、スト

レスを感じた

家で過ごす時間が増え、家族と過ごす大切さ

を再認識した

在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分の家

族の働き方について考える機会になった

みんなもつらくて不安なんだと思い、つらい

気持ちが少し軽くなった

特に変わらない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N＝869

コロナ流行以降の心情や考えの変化

15.7%

10.1%

3.4%

21.6%

21.8%

3.9%

10.1%

45.1%

2.5%

1.4%

15.5%

15.3%

2.8%

32.7%

16.9%

4.6%

15.5%

33.5%

3.2%

2.2%

25.0%

25.0%

25.0%

37.5%

0.0%

0.0%

12.5%

25.0%

0.0%

0.0%

不安を強く感じるようになった

家族以外の人とのつながりが少なくなり、孤

独を感じた

家族関係の悪化や家族との考え方の違いに悩

まされるようになった

感染対策を過剰に意識するようになり、スト

レスを感じた

家で過ごす時間が増え、家族と過ごす大切さ

を再認識した

在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分の家

族の働き方について考える機会になった

みんなもつらくて不安なんだと思い、つらい

気持ちが少し軽くなった

特に変わらない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
コロナ流行以降の心情や考えの変化（性別）

男性 N=357

女性 N=496

答えたくない N=8

不安を強く感じるようになった

家族以外の人とのつながりが少なくなり、
孤独を感じた

家族関係の悪化や家族との考え方の違い
に悩まされるようになった

感染対策を過剰に意識するようになり、
ストレスを感じた

家で過ごす時間が増え、
家族と過ごす大切さを再認識した

在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分の家族の
働き方について考える機会になった

みんなもつらくて不安なんだと思い、
つらい気持ちが少し軽くなった

特に変わらない

その他

無回答

不安を強く感じるようになった

家族以外の人とのつながりが少なくなり、
孤独を感じた

家族関係の悪化や家族との考え方の違い
に悩まされるようになった

感染対策を過剰に意識するようになり、
ストレスを感じた

家で過ごす時間が増え、
家族と過ごす大切さを再認識した

在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分の家族の
働き方について考える機会になった

みんなもつらくて不安なんだと思い、
つらい気持ちが少し軽くなった

特に変わらない

その他

無回答
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【年代別】 

年代別でみると、40歳代は「感染対策を過剰に意識するようになり、ストレスを感じた」の割合が、

その他の年代は「特に変わらない」が最も高くなっています。 

区分 
10 歳 代

N=14 

20 歳 代

N=46 

30 歳 代

N=92 

40 歳 代

N=108 

50 歳 代

N=122 

60 歳 代

N=181 

70 歳 代

N=184 

80 歳以上

N=119 

不安を強く感じるようになった 7.1% 13.0% 20.7% 11.1% 13.9% 16.6% 13.0% 21.8% 

家族以外の人とのつながりが少

なくなり、孤独を感じた 
0.0% 15.2% 14.1% 10.2% 15.6% 12.2% 10.9% 18.5% 

家族関係の悪化や家族との考え

方の違いに悩まされるようにな

った 

0.0% 0.0% 12.0% 4.6% 2.5% 2.2% 2.2% 0.8% 

感染対策を過剰に意識するよう

になり、ストレスを感じた 
21.4% 23.9% 35.9% 34.3% 31.1% 30.9% 22.8% 19.3% 

家で過ごす時間が増え、家族と過

ごす大切さを再認識した 
7.1% 26.1% 18.5% 30.6% 17.2% 12.7% 15.2% 22.7% 

在宅勤務や時差出勤の機会が増

え、自分の家族の働き方について

考える機会になった 

0.0% 13.0% 8.7% 7.4% 5.7% 2.8% 1.1% 0.8% 

みんなもつらくて不安なんだと

思い、つらい気持ちが少し軽くな

った 

7.1% 4.3% 5.4% 11.1% 10.7% 14.9% 20.1% 14.3% 

特に変わらない 64.3% 34.8% 40.2% 28.7% 35.2% 39.8% 45.7% 34.5% 

その他 0.0% 6.5% 0.0% 8.3% 5.7% 1.1% 0.5% 3.4% 

無回答 0.0% 2.2% 0.0% 0.0% 1.6% 1.7% 1.6% 5.9% 

 

【厚生労働省のアンケート結果（令和３年度実施）との比較】 

厚生労働省が令和３年度に実施したアンケート結果と比較すると、「不安を強く感じるようになった」

が 30.7ポイント低く、「特に変わらない」が 21.8ポイント高くなっており、アンケート調査の実施時

期の違いによる変化がうかがえます。 

 

  

15.5%

13.1%

3.2%

28.0%

18.6%

4.3%

13.1%

38.4%

3.0%

2.1%

46.2%

23.4%

23.4%

40.7%

26.6%

12.1%

15.3%

16.6%

5.5%

0.0%

不安を強く感じるようになった

家族以外の人とのつながりが少なくなり、孤独

を感じた

家族関係の悪化や家族との考え方の違いに悩ま

されるようになった

感染対策を過剰に意識するようになり、ストレ

スを感じた

家で過ごす時間が増え、家族と過ごす大切さを

再認識した

在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分の家族

の働き方について考える機会になった

みんなもつらくて不安なんだと思い、つらい気

持ちが少し軽くなった

特に変わらない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コロナ流行以降の心情や考えの変化（全国調査の結果）

福知山市

厚労省

不安を強く感じるようになった

家族以外の人とのつながりが少なくなり、
孤独を感じた

家族関係の悪化や家族との考え方の違い
に悩まされるようになった

感染対策を過剰に意識するようになり、
ストレスを感じた

家で過ごす時間が増え、
家族と過ごす大切さを再認識した

在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分の家族の
働き方について考える機会になった

みんなもつらくて不安なんだと思い、
つらい気持ちが少し軽くなった

特に変わらない

その他

無回答
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問８ あなたが、悩みを抱えたときやストレスを感じたとき、悩みを相談したり、助けを求め

たりすることにためらいを感じますか。（○は１つ） 

「そうは思わない」の割合が 26.6％と最も高く、次いで「どちらかというとそう思う」が 26.2％、

「どちらかというとそうは思わない」が 23.8％となっています。「そう思う」（10.1％）と「どちらか

というとそう思う」を合わせた『思う（ためらいを感じる）』が 36.3％で、「どちらかというとそうは

思わない」と「そうは思わない」を合わせた『思わない』（50.4％）を下回っています。 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性は女性より「そう思う」の割合が高くなっています。 

 

  

10.1% 26.2% 23.8% 26.6% 8.7% 4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

相談・助けを求めることにためらいを感じるか

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそうは思わない そうは思わない
わからない 無回答

12.9%

7.9%

12.5%

25.8%

26.6%

25.0%

23.2%

24.2%

50.0%

27.2%

27.0%

0.0%

5.9%

10.5%

12.5%

5.0%

3.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

N=357

女性

N=496

答えたくない

N=8

相談・助けを求めることにためらいを感じるか（性別）

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそうは思わない そうは思わない

わからない 無回答
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【年代別】 

年代別でみると、20歳代と 50歳代は「そう思う」と「どちらかというとそう思う」を合わせた『思

う（ためらいを感じる）』が半数近くを占めています。 

 

 

 

【厚生労働省のアンケート結果（令和３年度実施）との比較】 

厚生労働省が実施したアンケート結果と比較すると、「そう思う」と「どちらかというとそう思う」を合わせた

『思う（ためらいを感じる）』が 2.5ポイント低くなっています。 

 

  

7.1%

13.0%

13.0%

10.2%

13.1%

7.7%

9.8%

8.4%

14.3%

32.6%

26.1%

25.9%

32.8%

23.8%

26.1%

23.5%

28.6%

17.4%

27.2%

19.4%

26.2%

26.0%

25.5%

19.3%

42.9%

34.8%

29.3%

32.4%

21.3%

29.3%

22.3%

22.7%

7.1%

2.2%

4.3%

9.3%

4.9%

10.5%

10.3%

12.6%

0.0%

0.0%

0.0%

2.8%

1.6%

2.8%

6.0%

13.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

N=14

20歳代

N=46

30歳代

N=92

40歳代

N=108

50歳代

N=122

60歳代

N=181

70歳代

N=184

80歳以上

N=119

相談・助けを求めることにためらいを感じるか（年代別）

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそうは思わない そうは思わない

わからない 無回答

10.1%

13.1%

26.2%

25.7%

23.8%

22.4%

26.6%

29.3%

8.7%

5.7%

4.5%

3.7%

福知山市

厚労省

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談・助けを求めることにためらいを感じるか（全国調査との比較）

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそうは思わない そうは思わない
わからない 無回答
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◆問８で「１．そう思う」、「２．どちらかというとそう思う」と回答した方におうかがいします。 

問９ 悩みを相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感じる理由は何ですか。（あ

てはまるもの全てに〇） 

「自分の悩みを解決できるところはないと思っているから」の割合が 39.6％と最も高く、次いで「家

族や友達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから」が 32.9％、「病院や支援機関（行

政の相談窓口、保健所など）の専門家に相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるか

ら」が 24.7％となっています。 

 
 

【性別】 

性別でみると、女性は男性より「過去に、身近な人に相談したが、解決しなかった（嫌な思いをした）

から」の割合が高くなっています。 

  

32.9%

24.7%

14.9%

6.3%

39.6%

9.5%

17.4%

家族や友達など身近な人には、相談したくない（で

きない）悩みだから

病院や支援機関（行政の相談窓口、保健所など）の

専門家に相談したいと思っているが、相談する…

過去に、身近な人に相談したが、解決しなかった

（嫌な思いをした）から

過去に、病院や支援機関などに相談したが、解決し

なかった（嫌な思いをした）から

自分の悩みを解決できるところはないと思っている

から

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N＝316
ためらいを感じる理由

34.8%

24.6%

9.4%

6.5%

38.4%

8.0%

17.4%

31.0%

24.6%

18.7%

5.8%

40.9%

11.1%

15.2%

100.0%

66.7%

33.3%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

家族や友達など身近な人には、相談したくな

い（できない）悩みだから

病院や支援機関（行政の相談窓口、保健所な

ど）の専門家に相談したいと思っている…

過去に、身近な人に相談したが、解決しな

かった（嫌な思いをした）から

過去に、病院や支援機関などに相談したが、

解決しなかった（嫌な思いをした）から

自分の悩みを解決できるところはないと思っ

ているから

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ためらいを感じる理由（性別）

男性 N=138

女性 N=171

答えたくない N=7

家族や友達など身近な人には、
相談したくない（できない）

悩みだから

病院や支援機関（行政の相談窓口、保健所など）
の専門家に相談したいと思っているが、

相談するハードルが高く感じるから

過去に、身近な人に相談したが、
解決しなかった（嫌な思いをした）から

過去に、病院や支援機関などに相談したが、
解決しなかった（嫌な思いをした）から

自分の悩みを解決できるところはない
と思っているから

その他

無回答

家族や友達など身近な人には、相談したくない
（できない）悩みだから

病院や支援機関（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に
相談したいと思っているが、

相談するハードルが高く感じるから

過去に、身近な人に相談したが、
解決しなかった（嫌な思いをした）から

過去に、病院や支援機関などに相談したが、
解決しなかった（嫌な思いをした）から

自分の悩みを解決できるところはない
と思っているから

その他

無回答
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【年代別】 

年代別でみると、10歳代から 30歳代では「家族や友達など身近な人には、相談したくない（できな

い）悩みだから」の割合が、40歳代から 70歳代では「自分の悩みを解決できるところはないと思って

いるから」、80歳以上は「病院や支援機関（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に相談したいと思

っているが、相談するハードルが高く感じるから」が最も高くなっています。 

 

区分 
10 歳 代

N=3 

20 歳 代

N=21 

30 歳 代

N=36 

40 歳 代

N=39 

50 歳 代

N=56 

60 歳 代

N=57 

70 歳 代

N=66 

80 歳以上

N=38 

家族や友達など身近な人には、相談

したくない（できない）悩みだから 
66.7% 42.9% 50.0% 35.9% 32.1% 28.1% 31.8% 15.8% 

病院や支援機関の専門家に相談した

いと思っているが、相談するハード

ルが高く感じるから 

0.0% 9.5% 25.0% 25.6% 26.8% 19.3% 28.8% 31.6% 

過去に、身近な人に相談したが、解

決しなかった（嫌な思いをした）か

ら 

33.3% 19.0% 27.8% 20.5% 16.1% 19.3% 3.0% 5.3% 

過去に、病院や支援機関などに相談

したが、解決しなかった（嫌な思い

をした）から 

0.0% 4.8% 16.7% 10.3% 7.1% 5.3% 3.0% 0.0% 

自分の悩みを解決できるところはな

いと思っているから 
0.0% 38.1% 47.2% 38.5% 50.0% 38.6% 36.4% 28.9% 

その他 0.0% 28.6% 5.6% 7.7% 1.8% 8.8% 7.6% 21.1% 

無回答 0.0% 0.0% 2.8% 10.3% 7.1% 14.0% 25.8% 50.0% 
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３ 自殺に対する意識について 
 

問 10 あなたは、自殺についてどのように思いますか。次の aから fのそれぞれについて、

あなたの考えに最も近いものに〇をつけてください。（○は１つずつ） 

「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『思う』の割合が、「ややそう思わない」と「そう思わ

ない」を合わせた『思わない』が上回るのは、“自殺せずに生きていればよいことがある”と“自殺を

する人は、直前まで実行するかやめるか気持ちが揺れ動いている”、“自殺をする人は、よほどつらいこ

とがあったのだろう”、“自殺は、その多くが防ぐことのできる社会的な問題である”となっています。 

「そう思う」と「ややそう思う」合わせた『思う』の割合が、「ややそう思わない」と「そう思わな

い」を合わせた『思わない』が下回るのは、“生死は最終的に本人の判断に任せるべきである”、“それ

ぞれに事情を抱えているため、自殺することは仕方がない”となっています。 

 

 

  

51.2%

41.9%

60.6%

27.8%

17.8%

4.9%

26.4%

22.6%

20.3%

29.0%

16.6%

12.5%

4.4%

5.6%

3.1%

10.5%

11.0%

10.7%

3.0%

5.9%

2.2%

11.0%

28.1%

47.6%

9.7%

17.3%

8.3%

14.6%

20.0%

17.4%

5.4%

6.8%

5.5%

7.0%

6.4%

6.8%

0% 25% 50% 75% 100%

自殺せずに生きていればよい

ことがある

自殺をする人は、直前まで実

行するかやめるか気持ちが揺

れ動いている

自殺をする人は、よほどつら

いことがあったのだろう

自殺は、その多くが防ぐこと

のできる社会的な問題である

生死は最終的に本人の判断に

任せるべきである

それぞれに事情を抱えている

ため、自殺することは仕方が

ない

自殺に対する意識

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない 無回答

思う（77.6％） 思わない（7.4％） 

思う（64.5％） 思わない（11.5％） 

思う（80.9％） 思わない（5.3％） 

思う（56.8％） 思わない（21.5％） 

思う（34.4％） 思わない（39.1％） 

思う（17.4％） 思わない（58.3％） 

自殺せずに生きていれば
よいことがある

自殺をする人は、直前まで
実行するかやめるか

気持ちが揺れ動いている

自殺をする人は、
よほどつらいこと
があったのだろう

自殺は、その多くが防ぐこと
のできる社会的な問題である

生死は最終的に本人の判断に
任せるべきである

それぞれに事情を抱えている
ため、自殺することは

仕方がない
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問 11 あなたは、これまでの人生の中で、本気で自殺をしたいと考えたことがありますか。

（○は１つ） 

「本気で自殺をしたいと思ったことがある」の割合が 13.8％、「本気で自殺をしたいと思ったことが

ない」が 13.8％となっています。 

 

 

【性別】 

性別では「本気で自殺をしたいと思ったことがある」の割合に大きな差はみられません。 

 
 

  

13.8% 68.7% 17.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

本気で自殺を考えたことがあるか

本気で自殺をしたいと思ったことがある 本気で自殺をしたいと思ったことがない 無回答

12.3%

14.7%

25.0%

72.0%

67.1%

75.0%

15.7%

18.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

N=357

女性

N=496

答えたくない

N=8

本気で自殺を考えたことがあるか（性別）

本気で自殺をしたいと思ったことがある 本気で自殺をしたいと思ったことがない 無回答
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【年代別】 

年代別でみると、どの年代も「本気で自殺をしたいと思ったことがない」の割合が６割をこえていま

す。 

一方、「本気で自殺をしたいと思ったことがある」が 10 歳代と 30 歳代は３割、40 歳代と 50 歳代は

２割となっています。 

 

 

 

【厚生労働省のアンケート結果（令和３年度実施）との比較】 

 厚生労働省のアンケート結果と比較すると、「本気で自殺したいと思ったことがある」の割合は 13.4ポ

イント低くなっていますが、「無回答」の割合は 9.1ポイント高くなっています。 

 

 

  

28.6%

10.9%

25.0%

19.4%

21.3%

9.9%

9.2%

5.0%

71.4%

78.3%

67.4%

65.7%

62.3%

69.6%

70.7%

71.4%

0.0%

10.9%

7.6%

14.8%

16.4%

20.4%

20.1%

23.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

N=14

20歳代

N=46

30歳代

N=92

40歳代

N=108

50歳代

N=122

60歳代

N=181

70歳代

N=184

80歳以上

N=119

本気で自殺を考えたことがあるか（年代別）

本気で自殺をしたいと思ったことがある 本気で自殺をしたいと思ったことがない 無回答

13.8%

27.2%

68.7%

64.4%

17.5%

8.4%

福知山市

厚労省

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本気で自殺を考えたことがあるか

本気で自殺をしたいと思ったことがある 本気で自殺をしたいと思ったことがない 無回答
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◆問 11で「１．本気で自殺をしたいと思ったことがある」と回答した方におうかがいします。 

問 12－1 本気で自殺をしたいと考えた理由をお答えください。（あてはまるもの全てに○） 

「家庭に関すること」の割合が最も高く 37.5％、次いで「自分の生き方に関すること」が 28.9％、

「経済的な問題」が 22.5％となっています。 

 
 

 

  

37.5%

17.5%

22.5%

15.8%

10.0%

15.0%

0.8%

26.7%

5.0%

11.7%

18.3%

家庭に関すること

健康に関すること

経済的な問題

勤務に関すること

恋愛に関すること

学校問題

性自認、性的指向に関すること

自分の生き方に関すること

答えたくない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N＝120

本気で自殺をしたいと考えた理由
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【年代別】 

年代別でみると、30歳代から 70歳代では「家庭に関すること」の割合が最も高くなっています。 

区分 
10 歳代

N=4 

20 歳代

N=5 

30 歳代

N=23 

40 歳代

N=21 

50 歳代

N=26 

60 歳代

N=18 

70 歳代

N=17 

80 歳以上

N=6 

家庭に関すること 25.0% 20.0% 47.8% 33.3% 34.6% 44.4% 41.2% 16.7% 

健康に関すること 0.0% 20.0% 17.4% 4.8% 11.5% 33.3% 17.6% 50.0% 

経済的な問題 0.0% 20.0% 21.7% 28.6% 23.1% 11.1% 29.4% 33.3% 

勤務に関すること 0.0% 40.0% 17.4% 19.0% 26.9% 5.6% 5.9% 0.0% 

恋愛に関すること 25.0% 40.0% 13.0% 4.8% 7.7% 11.1% 5.9% 0.0% 

学校問題 50.0% 40.0% 21.7% 23.8% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 

性自認、性的指向

に関すること 
0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

自分の生き方に関

すること 
0.0% 100.0% 39.1% 19.0% 30.8% 22.2% 11.8% 0.0% 

答えたくない 0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 7.7% 11.1% 0.0% 16.7% 

その他 25.0% 0.0% 26.1% 4.8% 7.7% 0.0% 23.5% 0.0% 

無回答 0.0% 20.0% 8.7% 14.3% 7.7% 16.7% 47.1% 50.0% 

 

【京都市のアンケート結果（令和２年度実施）との比較】 

 京都市のアンケート結果と比較すると、「家庭に関すること」が 3.1ポイント、「健康に関すること」が

2.0ポイント、「学校問題」が 4.1ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

  
37.5%

17.5%

22.5%

15.8%

10.0%

15.0%

0.8%

26.7%

5.0%

11.7%

18.3%

34.4%

15.5%

26.9%

17.9%

10.2%

10.9%

0.0%

0.0%

0.0%

18.4%

7.3%

家庭に関すること

健康に関すること

経済的な問題

勤務に関すること

恋愛に関すること

学校問題

性自認、性的指向に関すること

自分の生き方に関すること

答えたくない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本気で自殺をしたいと考えた理由

（京都市調査との比較）

福知山市

京都市
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問 12-２ どのようにして自殺を思いとどまりましたか。（あてはまるもの全てに○） 

「家族や恋人など身近な人が悲しむことを考えた」の割合が最も高く 35.0％、次いで「趣味や仕事

など他のことで気を紛らわせるように努めた」が 27.5％、「家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩

みを聞いてもらった」が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性は男性より「家族や恋人など身近な人が悲しむことを考えた」と「医師やカウン

セラーなど心の健康に関する専門家、弁護士や司法書士、公的機関の相談員等、悩みの元となる分野の

専門家に相談した」の割合が、男性は女性より「趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努め

た」が高くなっています。 

 

  
25.0%

9.1%

27.3%

13.6%

31.8%

13.6%

9.1%

15.9%

24.7%

15.1%

41.1%

15.1%

26.0%

11.0%

13.7%

17.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.5%

0.0%

0.0%

家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞い

てもらった

医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家、

弁護士や司法書士、公的機関の相談員等、悩みの元

となる分野の専門家に相談した

家族や恋人など身近な人が悲しむことを考えた

できるだけ休養を取るようにした

趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努

めた

特に何もしなかった

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのようにして自殺を思いとどまったか（性別）

男性 N=44

女性 N=73

答えたくない N=2

24.2%

12.5%

35.0%

14.2%

27.5%

14.2%

11.7%

16.7%

家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞い

てもらった

医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家、

弁護士や司法書士、公的機関の相談員等、悩みの元

となる分野の専門家に相談した

家族や恋人など身近な人が悲しむことを考えた

できるだけ休養を取るようにした

趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努

めた

特に何もしなかった

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N＝120

どのようにして自殺を思いとどまったか

家族や友人、職場の同僚など
身近な人に悩みを
聞いてもらった

医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家、
弁護士や司法書士、公的機関の相談員等、
悩みの元となる分野の専門家に相談した

家族や恋人など身近な人が
悲しむことを考えた

できるだけ休養を取るようにした

趣味や仕事など他のことで
気を紛らわせるように努めた

特に何もしなかった

その他

無回答

家族や友人、職場の同僚など
身近な人に悩みを
聞いてもらった

医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家、
弁護士や司法書士、公的機関の相談員等、
悩みの元となる分野の専門家に相談した

家族や恋人など身近な人が
悲しむことを考えた

できるだけ休養を取るようにした

趣味や仕事など他のことで
気を紛らわせるように努めた

特に何もしなかった

その他

無回答
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【年代別】 

年代別でみると、10 歳代と 40 歳代から 60 歳代では「家族や恋人など身近な人が悲しむことを考え

た」の割合が最も高くなっています。 

 

区分 
10 歳代

N=4 

20 歳代

N=5 

30 歳代

N=23 

40 歳代

N=21 

50 歳代

N=26 

60 歳代

N=18 

70 歳代

N=17 

80 歳以上

N=6 

家族や友人、職場の同僚など身近な人

に悩みを聞いてもらった 
25.0% 40.0% 34.8% 28.6% 26.9% 16.7% 5.9% 16.7% 

医師やカウンセラーなど心の健康に関

する専門家、弁護士や司法書士、公的

機関の相談員等、悩みの元となる分野

の専門家に相談した 

0.0% 0.0% 8.7% 9.5% 23.1% 11.1% 5.9% 33.3% 

家族や恋人など身近な人が悲しむこと

を考えた 
50.0% 20.0% 26.1% 42.9% 30.8% 50.0% 29.4% 33.3% 

できるだけ休養を取るようにした 25.0% 60.0% 13.0% 23.8% 11.5% 0.0% 11.8% 0.0% 

趣味や仕事など他のことで気を紛らわ

せるように努めた 
25.0% 80.0% 30.4% 19.0% 23.1% 22.2% 35.3% 16.7% 

特に何もしなかった 0.0% 0.0% 13.0% 9.5% 3.8% 16.7% 35.3% 33.3% 

その他 25.0% 0.0% 8.7% 19.0% 19.2% 5.6% 5.9% 0.0% 

無回答 0.0% 20.0% 8.7% 14.3% 3.8% 22.2% 35.3% 50.0% 

 

 

【厚生労働省のアンケート結果（令和３年度実施）との比較】 

 厚生労働省のアンケート結果と比較すると、「特に何もしなかった」が 9.0 ポイント、「医師やカウン

セラーなど心の健康に関する専門家、弁護士や司法書士、公的機関の相談員等、悩みの元となる分野の専

門家に相談した」が 1.5ポイント高くなっています。 

  

24.2%

12.5%

35.0%

14.2%

27.5%

14.2%

11.7%

16.7%

25.1%

11.0%

40.3%

15.7%

27.7%

5.2%

13.6%

0.5%

家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いて

もらった

医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家、弁

護士や司法書士、公的機関の相談員等、悩みの元とな

る分野の専門家に相談した

家族や恋人など身近な人が悲しむことを考えた

できるだけ休養を取るようにした

趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努め

た

特に何もしなかった

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N＝191
どのようにして自殺を思いとどまったか（全国調査との比較）

福知山市

厚労省

家族や友人、職場の同僚など
身近な人に悩みを
聞いてもらった

医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家、
弁護士や司法書士、公的機関の相談員等、
悩みの元となる分野の専門家に相談した

家族や恋人など身近な人が
悲しむことを考えた

できるだけ休養を取るようにした

趣味や仕事など他のことで
気を紛らわせるように努めた

特に何もしなかった

その他

無回答
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◆問 11で「２．本気で自殺をしたいと思ったことがない」と回答した方におうかがいします。 
 

問 13 あなたは、もしも身近な人から「死にたい」と打ち明けられた場合、どう対応するの

が良いと思いますか。（あてはまるもの全てに○） 

「ひたすら耳を傾けて聞く」の割合が最も高く 59.4％、次いで「「医師や行政機関に相談したり、『電

話相談』に電話するなど専門家に相談した方がいい」と提案する」38.2％、「自分の技術、能力、経験

を活かしたい」の割合が 27.0％となっています。 

 

【性別】 

性別でみると、女性は男性より「ひたすら耳を傾けて聞く」と「「死にたいくらい辛いんだね」と共

感を示す」の割合が、男性は女性より「「頑張って生きよう」と励ます」と「「死んではいけない」と説

得する」が高くなっています。 

  

38.9%

42.7%

62.3%

34.2%

7.4%

31.7%

1.8%

7.5%

2.0%

0.2%

「死にたいくらい辛いんだね」と共感を示す

「医師や行政機関に相談したり、『電話相談』に電

話するなど専門家に相談した方がいい」と提案する

ひたすら耳を傾けて聞く

「死んではいけない」と説得する

「つまらないことを考えるな」と叱る

「頑張って生きよう」と励ます

相談に乗らない、もしくは、話題を変える

わからない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N＝597

「死にたい」と打ち明けられた場合、どう対応するか

33.5%

44.0%

53.7%

39.7%

9.7%

37.0%

3.1%

6.6%

1.6%

0.0%

43.2%

42.6%

68.8%

30.0%

5.7%

27.6%

0.9%

8.4%

2.4%

0.3%

0.8%

0.0%

1.9%

0.8%

0.0%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

「死にたいくらい辛いんだね」と共感を示す

「医師や行政機関に相談したり、『電話相談』に電話するな

ど専門家に相談した方がいい」と提案する

ひたすら耳を傾けて聞く

「死んではいけない」と説得する

「つまらないことを考えるな」と叱る

「頑張って生きよう」と励ます

相談に乗らない、もしくは、話題を変える

わからない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「死にたい」と打ち明けられた場合、どう対応するか（性別）

男性 N=257

女性 N=333

答えたくない N=6

「死にたいくらい辛いんだね」と共感を示す

「医師や行政機関に相談したり、『電話相談』に電話する
など専門家に相談した方がいい」と提案する

ひたすら耳を傾けて聞く

「死んではいけない」と説得する

「つまらないことを考えるな」と叱る

「頑張って生きよう」と励ます

相談に乗らない、もしくは、話題を変える

わからない

その他

無回答

「死にたいくらい辛いんだね」と共感を示す

「医師や行政機関に相談したり、『電話相談』に電話する
など専門家に相談した方がいい」と提案する

ひたすら耳を傾けて聞く

「死んではいけない」と説得する

「つまらないことを考えるな」と叱る

「頑張って生きよう」と励ます

相談に乗らない、もしくは、話題を変える

わからない

その他

無回答
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【年代別】 

年代別でみると、10歳代から 70歳代では「ひたすら耳を傾けて聞く」の割合が、80歳以上は「「頑

張って生きよう」と励ます」が最も高くなっています。 

区分 
10 歳 代

N=10 

20 歳 代

N=36 

30 歳 代

N=62 

40 歳 代

N=71 

50 歳 代

N=76 

60 歳 代

N=126 

70 歳 代

N=130 

80 歳以上

N=85 

「死にたいくらい辛いんだね」

と共感を示す 
20.0% 52.8% 45.2% 49.3% 47.4% 35.7% 35.4% 24.7% 

「医師や行政機関に相談した

り、『電話相談』に電話するなど

専門家に相談した方がいい」と

提案する 

20.0% 19.4% 25.8% 39.4% 40.8% 46.8% 55.4% 47.1% 

ひたすら耳を傾けて聞く 80.0% 94.4% 79.0% 73.2% 72.4% 59.5% 49.2% 41.2% 

「死んではいけない」と説得す

る 
30.0% 22.2% 25.8% 16.9% 36.8% 41.3% 37.7% 42.4% 

「つまらないことを考えるな」

と叱る 
0.0% 0.0% 6.5% 4.2% 3.9% 6.3% 11.5% 12.9% 

「頑張って生きよう」と励ます 30.0% 11.1% 27.4% 12.7% 22.4% 33.3% 38.5% 54.1% 

相談に乗らない、もしくは、話題

を変える 
0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0% 3.1% 1.2% 

わからない 0.0% 0.0% 4.8% 12.7% 10.5% 6.3% 6.9% 9.4% 

その他 0.0% 2.8% 1.6% 1.4% 2.6% 0.0% 1.5% 5.9% 

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 

 

 

【厚生労働省のアンケート結果（令和３年度実施）との比較】 

 厚生労働省のアンケート結果と比較してもほぼ同様な傾向となっています。「ひたすら耳を傾けて聞く」の

割合はともに最も高くなっています。 

  

17.0%

18.7%

27.3%

14.9%

3.2%

13.8%

0.8%

3.3%

0.9%

0.1%

12.1%

9.1%

38.3%

12.0%

4.0%

8.3%

0.6%

2.2%

7.1%

6.2%

「死にたいくらい辛いんだね」と共感を示す

「医師や行政機関に相談したり、『電話相談』に電話

するなど専門家に相談した方がいい」と提案する

ひたすら耳を傾けて聞く

「死んではいけない」と説得する

「つまらないことを考えるな」と叱る

「頑張って生きよう」と励ます

相談に乗らない、もしくは、話題を変える

わからない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体

N＝2009

「死にたい」と打ち明けられた場合、どう対応するか

福知山市

厚労省

※厚生労働省のアンケートでは、

あてはまるもの１つを選択す

る設問となっている 

「死にたいくらい辛いんだね」と共感を示す

「医師や行政機関に相談したり、『電話相談』に電話
するなど専門家に相談した方がいい」と提案する

ひたすら耳を傾けて聞く

「死んではいけない」と説得する

「つまらないことを考えるな」と叱る

「頑張って生きよう」と励ます

相談に乗らない、もしくは、話題を変える

わからない

その他

無回答

※厚生労働省のアンケートでは、

あてはまるもの１つを選択す

る設問となっている 
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４ 今後の自殺対策について 
 

 

問 14 あなた自身やあなたの大切な人の命を守るためにはどのような対策が重要だと思いま

すか。（最もあてはまるもの５つまでに〇） 

「学校などで命の大切さやこころの健康に関する学習機会の充実」の割合が最も高く 47.8％、次い

で「高齢者の孤立を防ぐ支援」が 40.0％、「様々な悩みに対応した相談窓口の設置と広報」が 38.0％、

「様々な分野におけるゲートキーパーの養成」が 37.1％となっています。 

 
 
 

47.8%

37.1%

26.8%

38.0%

8.3%

12.4%

6.7%

40.0%

23.2%

25.2%

23.1%

16.6%

14.6%

24.2%

4.8%

15.5%

4.6%

6.1%

学校などで命の大切さやこころの健康に関する学習機

会の充実

様々な分野におけるゲートキーパーの養成

地域やコミュニティを通じた見守り・支え合い

様々な悩みに対応した相談窓口の設置と広報

危険な場所、薬品の規制など

自殺未遂者への支援

自死遺族などの支援

高齢者の孤立を防ぐ支援

若者のサードプレイス（家庭、学校、職場以外の居場

所、交流する場所）づくり

うつや統合失調症、依存症などの精神疾患に関する知

識の普及

職場におけるメンタルヘルス対策の推進

「自殺したい」と打ち明けられた時の対処法の啓発

インターネットにおける自殺関連情報の対策強化

精神科医や行政、相談機関等が連携した一体的な支援

性的マイノリティなどに対する支援の充実

『電話相談』の子法と充実

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体

N＝869

大切な人の命を守るための対策

学校などで命の大切さやこころの健康
に関する学習機会の充実

様々な分野におけるゲートキーパーの養成

地域やコミュニティを通じた見守り・支え合い

様々な悩みに対応した相談窓口の設置と広報

危険な場所、薬品の規制など

自殺未遂者への支援

自死遺族などの支援

高齢者の孤立を防ぐ支援

若者のサードプレイス（家庭、学校、職場以外の
居場所、交流する場所）づくり

うつや統合失調症、依存症などの精神疾患
に関する知識の普及

職場におけるメンタルヘルス対策の推進

「自殺したい」と打ち明けられた時の対処法の啓発

インターネットにおける自殺関連情報の対策強化

精神科医や行政、相談機関等が
連携した一体的な支援

性的マイノリティなどに対する支援の充実

『電話相談』の子法と充実

その他

無回答
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問 15 子どもや若者にとって、自らの命を守るための対策としてどれが有効だと思います

か。（最もあてはまるもの５つまでに〇） 

「悩みを抱え込まず周囲に助けを求めることを学ぶ教育」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「子

どもが出した SOSに気づき、受け止めるための教員や保護者に対する研修の実施」が 57.7％、「ネット

上での誹謗中傷に関する対策」が 48.4％、「いじめ防止対策の強化」が 47.4％となっています。 

 

  

62.5%

57.7%

22.8%

19.7%

47.4%

42.2%

8.5%

32.9%

48.4%

21.1%

3.1%

4.0%

悩みを抱え込まず周囲に助けを求めることを

学ぶ教育

子どもが出したSOSに気づき、受け止めるため

の教員や保護者に対する研修の実施

学校における、児童・生徒に対するゲート

キーパー研修の実施

学校における積極的な相談窓口の広報・啓発

いじめ防止対策の強化

家族や友人関係などに悩む若者向けの相談先

や居場所支援、虐待対策

SNSでの広報・啓発

一緒に自殺するものを募ったり、自殺の手段

を教えたりするネット上の書き込みや、自殺

の動画などを配信した者に対する取り締ま…

ネット上での誹謗中傷に関する対策

ネット上で「死にたい」などと検索した際に

相談窓口の情報を表示する取組み

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N＝869

自らの命を守るための有効な対策

悩みを抱え込まず周囲に助けを求めることを学ぶ教育

子どもが出したSOSに気づき、受け止めるための
教員や保護者に対する研修の実施

学校における、児童・生徒に対する
ゲートキーパー研修の実施

学校における積極的な相談窓口の広報・啓発

いじめ防止対策の強化

家族や友人関係などに悩む若者向け
の相談先や居場所支援、虐待対策

SNSでの広報・啓発

一緒に自殺するものを募ったり、
自殺の手段を教えたりするネット上の書き込みや、
自殺の動画などを配信した者に対する取り締まり

や支援情報の案内などのネットパトロール

ネット上での誹謗中傷に関する対策

ネット上で「死にたい」などと検索した際に
相談窓口の情報を表示する取組み

その他

無回答
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問 16 仮にあなたが自殺、またはそれに近いことを考えたとき、どのような手法だと相談し

やすいと思いますか。（○は１つ） 

「電話による相談」の割合が最も高く 25.7％、次いで「相談はしない」が 18.2％、「LINEなど SNSに

よる相談」が 17.6％、「対面による相談」が 15.3％となっています。 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性は女性より「対面による相談」の割合が、女性は男性より「電話による相談」が

高くなっています。 

 

 

 

  

25.7% 17.6% 15.3%
5.3%

0.3% 2.4%

4.7%
18.2%

2.2%
8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=869

相談しやすい手法

電話による相談 LINEなどSNSによる相談

対面による相談 メールによる相談

zoomなど、オンラインによる相談 手紙による相談

オープンAIやチャットによる非対面のオンライン相談 相談はしない

その他 無回答

22.4%

28.0%

12.5%

16.8%

18.5%

12.5%

18.5%

12.7%

25.0%

6.4%

4.4%

12.5%

0.3%

0.4%

0.0%

1.7%

2.8%

0.0%

3.9%

5.2%

12.5%

18.5%

18.1%

25.0%

3.1%

1.6%

0.0%

8.4%

8.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

N=357

女性

N=496

答えたくない

N=8

相談しやすい手法（性別）

電話による相談 LINEなどSNSによる相談

対面による相談 メールによる相談

zoomなど、オンラインによる相談 手紙による相談

オープンAIやチャットによる非対面のオンライン相談 相談はしない

その他 無回答
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【年代別】 

年代別でみると、10歳代から 40歳代では「LINEなど SNSによる相談」の割合が、50歳以上では「電

話による相談」が最も高くなっています。 

 

  

 

５ 自由意見について 

問 17 最後に、福知山市の自殺防止対策全般について、あなたの自由な意見をお聞か

せください。 

電話相談だけでなく、チャット等の相談方法をもっと充実させてほしいといった相談窓口に関する

意見、命の大切さについて考えるイベントの実施といった意識啓発・教育に関すること、市の自殺者

の現状や取組を広報するといった情報発信についての意見が多く寄せられました。 

 

7.1%

15.2%

10.9%

15.7%

27.9%

28.7%

35.3%

31.1%

28.6%

32.6%

34.8%

34.3%

21.3%

12.7%

5.4%

5.0%

14.3%

10.9%

14.1%

9.3%

13.1%

16.0%

17.4%

21.0%

14.3%

6.5%

4.3%

5.6%

5.7%

8.3%

2.2%

4.2%

0.0%

0.0%

1.1%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.1%

0.0%

0.0%

2.8%

2.5%

2.8%

3.8%

1.7%

14.3%

15.2%

15.2%

4.6%

4.1%

1.7%

2.2%

0.8%

14.3%

13.0%

12.0%

19.4%

15.6%

19.3%

22.3%

19.3%

0.0%

2.2%

1.1%

2.8%

1.6%

4.4%

1.6%

0.8%

0.0%

4.3%

6.5%

3.7%

8.2%

6.1%

9.8%

16.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

N=14

20歳代

N=46

30歳代

N=92

40歳代

N=108

50歳代

N=122

60歳代

N=181

70歳代

N=184

80歳以上

N=119

相談しやすい手法（年代別）

電話による相談 LINEなどSNSによる相談

対面による相談 メールによる相談

zoomなど、オンラインによる相談 手紙による相談

オープンAIやチャットによる非対面のオンライン相談 相談はしない

その他 無回答


